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る
先
進
的
事
例
と
し
て
、
業
界
内
外
か

ら
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
飛
騨
高
山
と
い
う
地
域

に
お
い
て
「
さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ
ン
」
の
開

発
に
至
っ
た
背
景
を
み
た
う
え
で
、
そ

の
概
要
と
活
用
法
、
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

時
代
に
沿
っ
た
実
効
性
の
高
い 

新
事
業
開
発
を
決
意

　

岐
阜
県
北
部
に
位
置
す
る
高
山
市

は
、
隣
接
す
る
飛
騨
市
と
と
も
に
飛
騨

山
脈
の
西
側
を
形
成
し
、
古
く
か
ら

「
飛
騨
高
山
」
の
呼
称
で
親
し
ま
れ
て

き
た
。
飛
騨
高
山
は
北
陸
新
幹
線
の
開

業
以
降
、
富
山
駅
経
由
で
の
ア
ク
セ
ス

が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
も
手
伝
い
、
近

年
、
首
都
圏
や
海
外
か
ら
の
来
訪
者
を

爆
発
的
に
増
や
し
て
い
る
。
主
要
経
済

圏
の
高
山
市
が
国
際
会
議
観
光
都
市
に

指
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
国
内
有
数

の
観
光
地
で
あ
る
か
ら
だ
。

　

表
記
の
起
源
を
『
万
葉
集
』
に
み
る

ほ
ど
の
歴
史
が
あ
る
飛
騨
高
山
に
は
、

古
来
の
農
村
・
城
下
町
を
構
成
し
た
建

造
物
や
自
然
の
景
観
が
多
く
保
存
さ
れ

て
い
る
。
豪
雪
地
帯
で
は
あ
る
が
、
白

川
村
の
世
界
遺
産
「
白
川
郷
」
の
人
気

も
あ
り
冬
で
も
客
足
は
絶
え
な
い
。

　

伝
統
と
の
共
存
が
織
り
な
す
豊
か
な

風
情
を
た
た
え
る
飛
騨
高
山
は
、
大
ヒ

ッ
ト
ア
ニ
メ
『
君
の
名
は
。』
や
地
元

を
題
材
に
し
た
小
説
『
氷
菓
』
の
実
写

化
な
ど
映
像
作
品
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
も
脚
光
を
浴
び
る
。
現
在
、
そ
の

魅
力
が
国
内
外
の
観
光
客
に
急
速
に
認

知
さ
れ
て
い
る
ト
レ
ン
ド
ス
ポ
ッ
ト
だ

と
い
っ
て
よ
い
。

　

そ
ん
な
飛
騨
高
山
も
、
地
方
都
市
に

共
通
す
る
大
き
な
課
題
に
直
面
し
て
い

る
。
住
民
の
高
齢
化
と
人
口
減
少
、
そ

れ
に
伴
う
地
域
経
済
の
衰
退
だ
。
観
光

の
好
調
を
よ
そ
に
産
業
全
体
で
は
伸
び

悩
み
が
み
ら
れ
て
お
り
、
地
場
の
金
融

機
関
に
と
っ
て
は
、
営
業
基
盤
で
あ
る

地
域
経
済
の
維
持
・
拡
大
が
命
題
と
な

っ
て
い
る
。

　

飛
驒
信
用
組
合
は
、
営
業
エ
リ
ア
の

こ
う
し
た
状
況
に
早
く
か
ら
強
い
危
機

感
を
抱
き
、
様
々
な
取
組
み
を
講
じ
て

き
た
。
当
誌
で
も
以
前
取
り
上
げ
た

「
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｖ
Ｏ
飛
騨
・
高
山
」
の
取
組

み
（
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
の

地
域
・
事
業
者
支
援
。
14
年
９
月
１
日

号
・
10
月
１
日
号
参
照
）
は
注
目
度
も

高
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、

飛
驒
信
用
組
合
で
は
経
営
環
境
を
冷
静

に
俯
瞰
し
、
地
域
と
と
も
に
将
来
を
切

り
開
く
た
め
の
施
策
を
重
ね
て
い
る
。

「
ひ
だ
し
ん
さ
る
ぼ
ぼ
倶
楽
部
」
と
い

う
、
現
在
で
は
約
４
０
０
店
舗
の
加
盟

店
と
３
万
人
規
模
の
会
員
か
ら
成
る
会

員
組
織
の
組
成
も
そ
の
一
例
だ
。
一
定

の
取
引
が
あ
る
組
合
員
や
そ
の
家
族
に

会
員
に
な
っ
て
も
ら
い
、「
さ
る
ぼ
ぼ

倶
楽
部
フ
ァ
ミ
リ
ー
店
」
に
加
盟
し
た

地
域
の
商
店
や
飲
食
店
で
、
割
引
な
ど

の
特
典
を
提
供
・
享
受
し
て
も
ら
う
と

い
う
地
域
振
興
の
取
組
み
で
あ
る
。

　

同
倶
楽
部
組
成
の
背
景
に
は
、
地
域

で
の
買
い
物
や
食
事
を
後
押
し
す
る
こ

と
に
よ
る
経
済
活
性
化
へ
の
期
待
が
あ

っ
た
。
そ
の
一
方
で
、「
時
代
が
進
む

に
つ
れ
、
よ
り
実
効
性
の
高
い
新
た
な

施
策
が
必
要
だ
と
い
う
思
い
を
強
め
て

い
っ
た
」
と
、
飛
驒
信
用
組
合
の
大
原

誠
理
事
長
は
語
る
。

「
そ
う
し
た
意
識
が
高
ま
っ
た
の
は
、

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
台
頭
が
叫
ば
れ
始
め

た
頃
で
し
た
。
世
界
的
に
注
力
化
が
進

み
、
日
本
で
は
メ
ガ
バ
ン
ク
が
よ
う
や

く
同
分
野
に
着
手
し
よ
う
と
い
う
中
、

林
謙
三
会
長
（
現
相
談
役
）
を
主
と

し
、
経
営
陣
が
『
地
域
の
信
用
組
合
と

い
え
ど
、
事
業
の
永
続
性
確
保
の
た
め

に
は
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
が
金
融
事
業
の

大
き
な
パ
ー
ト
を
占
め
る
』
と
認
識
を

新
た
に
し
た
の
で
す
。
限
ら
れ
た
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
中
で
よ
り
存
在
感
を
も
っ
て

営
業
し
て
い
く
た
め
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク

を
用
い
た
事
業
の
検
討
を
始
め
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
」（
大
原
理
事
長
）

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
取
組

み
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
信
用
組
合

と
い
う
業
態
で
は
異
例
と
も
い
え
る
、

Ｉ
Ｔ
活
用
や
最
新
の
シ
ス
テ
ム
投
資
等

へ
の
積
極
姿
勢
も
飛
驒
信
用
組
合
の
特

色
で
あ
る
。
13
年
に
は
、
組
合
内
部
へ

の
シ
ス
テ
ム
導
入
な
ど
を
包
括
的
に
担

当
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
「
Ｅ

－

Ｐ
ｒ
ｏ
」
が
発
足
。
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア

や
顧
客
情
報
管
理
系
な
ど
、
そ
れ
ま
で

各
部
署
に
存
在
し
て
い
た
シ
ス
テ
ム
投

資
案
件
を
と
り
ま
と
め
て
導
入
を
推
進

し
て
き
た
。

　

こ
の
Ｅ

－

Ｐ
ｒ
ｏ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
て
い
た
古
里
圭

史
理
事
も
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
動
向
に

着
目
し
て
い
た
一
人
。
Ｅ

－

Ｐ
ｒ
ｏ
と

し
て
の
活
動
終
了
と
期
を
同
じ
く
し

て
、
林
前
会
長
か
ら
の
指
示
を
受
け
、

Ｅ

－

Ｐ
ｒ
ｏ
と
同
じ
人
員
体
制
で
フ
ィ

ン
テ
ッ
ク
事
業
へ
取
り
組
む
こ
と
が
決

ま
る
。
こ
う
し
て
16
年
に
は
「
フ
ィ
ン

テ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
」
が
設
立
さ
れ
、
組
合
と
し
て

本
格
的
な
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
活
用
へ
の
舵

を
切
っ
た
。

「
チ
ー
ム
が
動
き
始
め
て
か
ら
は
、
都

市
部
で
行
わ
れ
る
関
連
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

に
参
加
し
本
格
的
な
情
報
収
集
に
乗
り

出
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
フ
ィ
ン
テ
ッ

ク
活
用
の
勘
所
が
だ
ん
だ
ん
と
見
え
て

阜
県
の
飛
騨
高
山
地
域
を
メ
イ

ン
に
営
業
を
展
開
す
る
飛
驒
信

用
組
合
が
、
２
０
１
７
年
12
月
４
日
に

開
か
れ
た
記
者
会
見
で
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
電
子
地
域
通

貨
「
さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ
ン
」
の
提
供
開
始

を
正
式
に
発
表
し
た
。

「
さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ
ン
」
は
、
高
山
市
・

飛
騨
市
・
大
野
郡
白
川
村
限
定
（
18
年

１
月
時
点
）
で
利
用
で
き
る
「
地
域
通

貨
」
で
あ
る
。
一
般
に
い
う
地
域
通
貨

と
は
、
法
定
通
貨
と
同
等
の
価
値
を
持

ち
、
特
定
の
目
的
を
も
っ
て
一
定
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
流
通
・
消
費
さ
れ
る

形
式
の
通
貨
。
そ
の
活
用
の
歴
史
は
20

世
紀
初
頭
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
が
、
国

内
で
馴
染
み
深
い
例
を
挙
げ
る
な
ら
、

全
国
公
布
さ
れ
た
地
域
振
興
券
な
ど
が

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

岐

　

地
域
振
興
券
の
よ
う
に
こ
れ
ま
で
紙

ベ
ー
ス
で
の
開
発
・
流
通
が
主
だ
っ
た

地
域
通
貨
だ
が
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
が
隆

盛
す
る
昨
今
、
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
で
知
ら

れ
る
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
等
の
技
術
を

背
景
に
「
電
子
地
域
通
貨
」
が
急
速
に

存
在
感
を
増
し
て
き
て
い
る
。

　

国
内
に
お
け
る
電
子
地
域
通
貨
の
取

組
み
と
し
て
は
、
福
島
県
の
会
津
大
学

内
を
対
象
と
し
た
「
白
虎
コ
イ
ン
」、

大
阪
府
の
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
内
を
対
象

と
し
た
「
近
鉄
ハ
ル
カ
ス
コ
イ
ン
」
な

ど
数
々
の
前
例
が
あ
る
が
、
自
治
体
ク

ラ
ス
に
及
ぶ
広
域
流
通
の
事
例
は
珍
し

い
。
さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
は
、「
さ
る

ぼ
ぼ
コ
イ
ン
」
が
、
金
融
業
界
に
お
け

る
初
の
電
子
地
域
通
貨
と
な
っ
た
こ
と

だ
。
メ
ガ
バ
ン
ク
で
は
な
く
地
域
金
融

機
関
で
あ
る
い
ち
信
用
組
合
が
手
掛
け

特別レポート２

飛
驒
信
用
組
合
が
始
め
た
電
子
地
域
通
貨「
さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ
ン
」の
可
能
性

〝
地
域
密
着
の
生
活
ア
プ
リ
〟を

目
指
し
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

▶
Ｊ
Ｒ
高
山
駅
・
高
山
陣
屋
方
面
か
ら
旧

高
山
城
・
上
三
之
町
方
面
を
望
む

▶「
さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ
ン
」
提
供
開
始
の

　

記
者
会
見


